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第１９回南魚沼市子ども・子育て会議議事録 

 

日 時  令和５年３月２３日 １３：３０から１４：１０ 

場 所  南魚沼市本庁舎 ２階 大会議室 

参 加  委 員  １３名 

事務局  １１名（福祉保健部長、教育部長、子育て支援課、学校教育課、

こども家庭サポートセンター、子ども・若者育成支援セン

ター） 

議 事  

(1) 令和５年度利用定員について 

(2) 令和５年度保育料月額表について 

(3) 第３期南魚沼市子ども・子育て支援事業計画について 

 

１． 開会（子育て支援課長）１３：３０～ 

 

２．挨拶（福祉保健部長） 

 

３. 会長・副会長の選任 

 会長  南魚沼地域振興局健康福祉環境部地域福祉課 松井課長 

 副会長 南魚沼市特別支援学校公聴会 城内小学校 田中校長 

  

会議の成立について 

  ◎全委員１７名のうち、出席１３名 

  （過半数以上の出席につき、南魚沼市子ども子育て会議条例第 6条第 2項に

より成立） 

 

４．議事 

議事(1)  令和５年度利用定員について（事務局より説明） 

  ◎採決の結果、承認 

 

議事(2)  令和４年度保育料月額表について（事務局より説明） 

 保育料の軽減での多子軽減で市単独の軽減措置の中で、令和４年度は「４月

１日の年齢で１８歳未満の子どもから数えて、３人目以降は保育料を半額」と

してきましたが、近年市内の出生数の低下など、子育て環境の改善に寄与する

ため、「生計が同一の最年長の子どもから数えて、３人目以降は保育料を半額」

とする取り扱いとしたい。 

  ◎採決の結果、承認 質疑・意見なし 
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議事(3)  第３期南魚沼市子ども・子育て支援事業計画について（事務局より説明） 

「こども家庭庁」では、「こども大綱」が策定される予定となっています。

この「こども大綱」は「少子化社会対策」「子ども・若者育成支援」「子供の貧

困対策」が今後一体的に作成されることとなります。市町村はこの大綱を勘案

し「こども計画」の策定を検討する必要があり、子ども・子育て支援計画も一

体的な策定ができるとされています。大綱の内容を精査し、関係各課と連携し

策定の方向性を、子ども・子育て会議で示していく予定です。 

 

◎質疑、意見なし 

 

５．その他 

石打地区の保育園統合の進捗状況（報告）子育て支援課長  

 令和５年４月１日現在の入園児は石打、上関保育園合わせて４５人となって

いる。令和４年度は５３人で、なかなか増加が見込めない状況です。昨年、石

打保育園、上関保育園に出向いて保護者の園統合について意見を伺い、園統合

の反対の意見はありませんでした。令和５年度には園の位置など具体的に話を

進め、今年（令和５年度）、来年（令和６年度）で統合できたらと考えており

ます。 

 

入園時期による入園申込時の指数の調整について（報告）事務局  

昨年度の会議の際に、入園申込の際の指数で入園時期によるマイナス調整等

を行うかの検討をさせていただいきました。県内他市町村の状況を確認したが、

入園時期による調整を行っている自治体は確認できませんでした。新潟市や長

岡市等児童数の多い自治体を中心に一斉申込の際には、４月入園児のみの募集

を行い、途中入園については入園の前月に募集を行っている自治体はありまし

た。前回会議の際には、調整を行うとしても就労の人と求職活動の人で優先順

位が逆転するようなことがないようにとのご意見もいただいておりました。検

討結果として、入園時期による指数の調整は行わないことといたします。 

 

角谷委員 

先日、県より聞き取りがあり保育事務の煩雑さについて、意見を言わせてい

ただいた。意見集約し国へ報告するとしていたが、市からも意見を言っていた

だきたい。そのほか、２月８日県の子ども子育て会議があり、需給バランスが

悪く中間見直しを行うとされ、定員数と実員数の差があるため１０％ルールを

検討するとしていた。現場としても実員にあっていないため１０％前後の調整

はありがたいと感じている。市にも照会があると思うので検討をしていただき

たい。 

６． 閉会 １４：１０ 


